
 

                      10月８日（土）待ちに待った運動会が行われました。 

                      オープニングはマーチングでスタート！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運 動 会 

年長すみれ組は小太鼓を、年中たんぽぽ組はタンブ

リンを、年少りす組はスズを演奏しました。みんなの心

と音が合わさってとても素敵な演奏でした。 

勢いよく競い合う年長すみれ組の障害物競走。 

年中たんぽぽ組がネットを持つお手伝いをしてくれてい

ます。みんなで取り組む矢田南幼稚園の運動会です。 

おばけのせかいへ 
    ようこそ 
1 学期に遊んだお化け

屋敷。今度は皆様に見

ていただきました。 

 初めは、火の玉が現れ

た！ 

 

 

続いてぬりかべや天狗が現れる！ 年少りす組のカッパさんたちが遊びにやって来たよ！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今度は、ろくろっくび。続々と現れるお化けたち。 

お客さんの目の前に次々やってきて、みんなびっくりでした。 

勢いよく飛び出してきたのは、いったんもめん！ 

広いお空をあっちへこっちへと飛び回りました。 

最後は、お化け大集合！一つ目小僧、唐

傘お化け、口裂け女などを先頭に、たくさ

んのお化けたちが練り歩きました。 

「人間たちよ！また来るぞ～！」そう言って

お化けたちは去っていきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

矢田南レンジャーと 
しっぽ取り対決！ 

たくさんのレンジャーたちが参加し

てくださり、しっぽ取り対決！ 

やる気まんまん！ 

子どもたちの笑顔がキラキラ！ 

レンジャーたちの笑顔も素敵でし

た。 

矢田南マルシゲ 
1学期に幼稚園中で楽しんだスーパーマルシゲの遊びが、運動会バージョンに！ 

異年齢児のなかよしグループで、かごを持ってお買い物です。品物を選んで、レジでお支払い。 

みんなちゃんとお買い物をしてくることができました。 

矢田南幼稚園の運動会は、子どもたちが主体的に楽しんだ遊びがいっぱいの運動会です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橿原市昆虫館への遠足 

いろんな昆虫たちのとの出会いに胸を躍らせなが

ら行った昆虫館への遠足。 

展示されたたくさんのチョウなどの虫たちに目を

輝かせる子どもたち。 

生き物・虫たちが大好きな子どもたちを是非昆虫

館に連れて行ってあげたい、との先生たちの願い

から、秋の遠足は昆虫館にしました。 

子どもたちの生活は自然・生き物・虫と共にありま

した。 

子どもたちの興味や実態を考えて、矢田南幼稚

園の遠足は行先を考え、保育を工夫しています。 



 

 

たくさんの舞うチョウに 

夢中になる子どもたち。 

アイデアサポート事業で買っていただくなどしたデジカメを構え、写真を撮る子どもたちの目は真剣そのものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チョウの温室 

最後の最後に、見付けられなかった、クロアゲハとナガサ

キアゲハ（1 学期に子どもたちが幼稚園でであったチョ

ウ・6月の子どもの姿で紹介しています）を見つけることが

でき、大喜びの年長すみれ組の子どもたち。大満足するこ

とができました。 

温室に飛んでいるチョウの一覧を一人一人持っ

て、見比べ確認していました。 

香久山公園へ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広い香久山公園で、のびのびと体を動か

して遊びました。 

てっぺんまでのぼるぞ！チャレンジする子

どもたち。 

ステージでは、歌って踊って! 

笑顔いっぱいでした。 

さつまいも掘り 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつもお世話になっている A さん

の畑で、春に植えたサツマイモを

収穫しました。 

素手でどんどん掘っていくたくまし

い子どもたち。 

おいもが掘れると歓声が上がって

いました。 

掘れたおいもはタライに入れみん

なで力を合わせてわっしょいわっし

ょい、幼稚園まで運びました。 

全部で２３５個のおいもを収穫する

ことができました。 

人形劇団ココンさんによる上映 

大和郡山市「文化芸術推進事業」として、人形

劇団ココンさんに来ていただき、腹話術と人形

劇「チャハハ丸とヘヘヘ丸」（第 8 回日本人形

劇大賞の金賞受賞作品）を観劇しました。 

ココンさんは、２０１９年、第 1回やなせたかし文

化賞を受賞されている人形劇団です。 

子どもたちは、初めて観る腹話術に笑顔を咲か

せていました。人形クッキーと演者の絶妙でテン

ポの良い掛け合いがたまらなくおもしろく、大爆

笑も湧きあがり、腹話術を心から楽しむことが

できました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人形劇「チャハハ丸とへへへ丸」では、糸あやつり人形の繊細な動きと共に、心に大胆に攻め込んで

くる楽しさいっぱいの話に子どもたちはくぎ付けでした。 

終わった後は、舞台の仕掛けや 

どうやって演じていたのかなどの 

裏方も見せていただいたり、どう

やって人形をあやつっていたの

かも見せていただいたりしまし

た。 

おひとりで、繊細な動きを表現し

ながら何人分もの声を出し、音

楽も入れるなど、演者のすごさも

感じることができました。 

大変心に響く、幸せな時間を過

ごすことができました。 

心豊かになる経験ができました。 

稲刈り 

いつも御世話に 

なっている Aさん 

の田んぼで稲刈り 

をしました。たくさんあったお米。全

部は無理かな？という A さんの心配

は無用、子どもたちは、ボランティア

の方に補助してもらいながら鎌を上

手に使って植えた稲を全部刈りとり

ました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

刈った稲をみんなで幼稚園まで運びました。 

「疲れたな」 

「でも、めっちゃ頑張ったからいっぱいとれたな」 

「幼稚園まで頑張って運ぼう」 

「見てみて！お米の大行列や」 

「ほんまや、大行列！」 

「お米が歩いてるみたい」 

たくさん収穫できた喜びを感じていました。 

そして 2週間がたち、干した稲を脱穀しに 

A さんご夫婦が来てくださいました。 

A さんが乗ったコンバインが現れると「おおー

ーーつ！そして、どんどん機会に稲が通されて

いきます。みるみるうちに脱穀が終わりまし

た。 

 

車がお米食べてるみたい まだ食べれるの？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脱穀した後のもみ 

A さんが置いていってくださったわらで、「わらのお家をたてよう！」と大はりきりの子どもたち。 

 

「ここにわらをつけたら家が建てれる！」と子どもたち。どんどんつ

け始めました。ところが、困ったことが起きました。 

「まだ、完成してないのにわらが無くなった！」 

そこで、A さんにわらをいただけるか聞くことに。ちょうど畑にいら

っしゃったので、いただけることになりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして、また、みんなでわらを園まで運びました。 

次の日、登園すると早速わらの家をたて始めた子どもたち。ところが、まだわらが足りません。「天井ないからつけ

やなあかん」「ダンボールで作れそう」「大きい袋とか布でもできそう」そして材料部屋を散策し、子どもたちが見

つけたのは。プチプチ（気泡緩衝材）でした。「これがいい！」 

「上は届かへんから先生の仕事な」「先生もすみれ組やから一緒に手伝

って」そして先生に向けて「がんばれビーム！がんばれビーム！」とが

んばれビームをいっぱい送りました。できあがると、「すごいわらの家

できたから校長先生と東さんを招待したい！」「招待状を書こう！」 

小学校に行くと

校長先生は出張

だったので、教頭

先生が「みんなが

来てくれたこと

ちゃんと言って

おきます。」預か

ってくれました。 

切り株の椅子とテーブルでコーヒーを飲んでいただき、歌のプレゼントをしました。 

次の日、突然校長先生の姿が！「みんな、校長先生来てくれた！」手を引きながら「こっちこっち」「「ここに座って！」 

こんな立派な家に招待してく 

れて嬉しい！と校長先生。 
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A さんも来てくださり、大満足の子どもたち。「立派なお家ができた

ね」と言っていただき、「みんなで作ってん」と誇らしげな表情でした。 

A さんからお礼にと、“よくさくすみれ”という花を

いただきました。すみれ組の子どもたちは、大切に

植え、育てています。 

コスモス畑に園外保育 

法起寺周辺に一面に咲いたコスモス畑。 

青空のもと、全園児で園外保育に行きました。 

次の日は雨、その次の日、A さんが来てくれる日の朝、

雨で崩れたわらの家の修理が始まりました。 

ダンボールを使っていたところはふにゃふにゃになって

いました。「ダンボールは雨で壊れやすいから今度は違

うものの方がいいな」と経験から学ぶ姿も見られまし

た。家の外も中も、熊手できれいに掃除しました。切り

株の椅子とテーブルが濡れていることに気付いた子ど

もたちは、「ビニールを敷いておこう」と東さんが濡れな

いよう緩衝材を丁寧につけていました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花びらの数を「１，２，３・・・8枚ある！」と数えたり、 

花にイモムシがついているのを見つけたり、カメラを構

え、写真を撮って行ったりとコスモスを楽しんでいました。 

幼稚園に帰ると見つけたものを電子顕微鏡で見ていま

す。コスモスの花びらを見たり、イヌダデを見たり捕まえた

バッタやカマキリ、カエルも見てみました。コスモスの花粉

は、毛が生えていたり、ピンクのぷつぷつに見えるイヌタ

デが実は花が咲いていたり。バッタやかまきりの足をみる

と大きなギザギザがついていてびっくり。バッタの顔を見

ているとき、草を口に近づけると口をぱっくりと開けた様

子にも「すごい」と喜んでいました。バッタの関節の様子

やカエルのお腹の模様も見え、発見いっぱいの子どもた

ちでした。 

たのしい ハロウィン 

１０月後半に差し掛かるころから、魔女の衣装や魔法のほうきを作って魔

女になったり作った爪も貼ってドラキュラになったりお菓子を作ったり、、、

ハロウィンの頃になると「トリックオアトリート！お菓子をくれなきゃいたず

らしちゃうぞ！」と他のクラスに行く姿が見られるようになりました。いろん

なところでお菓子をもらうと、わらのお家でお菓子パーティー♡ 

そんな姿を見て、斧やこうもりも登場。楽しいハロウィンになりました。 


